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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は解析的なアプローチにより，しかし，物理的数学的にも意味のある土壌水分推定モデル
を開発し，そのモデルをリモートセンシングヘ適用して地図を作成することを試みたものである、
　まず，土壌水分の推定モデルについては，地表の熱収支および熱伝導論にもとずくサーマルイナー
シャモデルと，可視・近赤外分光反射率にもとずく統計モデルを開発した。ここで，これまで一様
と仮定または軽視されていた地表面の相対的な湿りの程度と，アルベドなどのパラメータを正当に
吟味することによって，サーマルイナーシャの精度を高めた。土壌水分推定モデルの作成においては，
筑波における実験圃場で観測した熱収支の各項を入カデータとして，サーマルイナーシャを算出し，
土壌水分推定モデルを作成した。一方，九十九里平野では航空機によるマルチスペクトルスキャナー
（MSS）の観測結果と実験地域内に設置した地上微気象観測による熱収支各項を使って土壌水分推
定モデルを作成した。
　土壌水分推定分布図は九十九里平野の申の2．5km×2．5㎞の範囲について作成した。また，可視・
近赤外および熱赤外の単独の波長データをもとに作成した土壌水分推定の統計モデルを航空機と人
工衛星によるデータに適用し，九十九里平野，土浦とその周辺，旧常盤炭田地域の土壌水分の分布
図を作った。
　その結果，九十九里平野では微地形の走向に支配された土壌水分の分布特性が明らかになった。
また茂原ガスの採取にともなう地盤沈下による湛水地域の分布範囲，1974年と1985年のデータの比
較によってその時代的拡大などの詳細を明らかにした。土浦とその周辺では霞ケ浦沿岸低地や蓬田
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の分布の地域差が明らかになった。
　以上の結果を適用して，地形分類図，風鎮ポテンシャル分布図などの図化を試みた。その図を検
討すると，土壌水分分布図が環境主題図の基図として利用可能なことが判明した。
審　　査　　の　　要　　旨
　上述のように本論文はまず土壌水分推定モデルを開発し，それをリモートセンシングヘ適用して
詳しい土壌水分の分布図を作成することに成功したものである。
　このモデルにおける地表面の相対的な湿りのパラメータは，実験圃場における熱収支によるが，
航空機のMSS実験では基準化した推定アルベドの値と土壌水分との関係をもとに算出している。こ
の方法は本研究で初めてとり入れられたもので，今後の解析に広く適用できる。
　各土壌水分の推定モデルを比較すると，熱赤外データおよび可視・近赤外データの単独の波長に
よるモデルではリモートセンシングの時期と時聞の違いがモデルに反映するため，再現性のあるモ
デルとは言えない。これに反して，この論文のサーマルイナーシャモデルは時期に左右されにくい
ので，再現性のあるモデルとして，今後広く適用されうるものである。
　また，作成された土壌水分分布図は，他の手法では明らかにされえない詳細な分布が把握できる
ので，微地形分布，地域による地盤沈下の量的差異，またその時代的変化などを明らかにすること
が可能となった。これは，地理学・農学・工学・環境科学など広い分野で利用される。
　以上の理由で，本論文は，学位論文として高い評価を与えられる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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